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 要 旨   

目的： 

抑うつ症状・肥満度・性を交互作用因子として飲酒と糖代謝・インスリン抵抗性(IR)の関連

を検討した。 

方法： 

18~65歳の健康成人に対し空腹時採血を行い、生活習慣の情報を得た。飲酒量は飲まない、

殆ど飲まない(1-3 杯/月)、機会飲酒(1-7 杯/週)、定期飲酒(2 杯/日以上)の 4 群に分けた。う

つ症状の重症度判定には Beck Depression Inventory (BDI)を用いた。主要アウトカムは空

腹時インスリン、血糖値、HOMA-IRとした。 

結果： 

単変量解析にて、飲酒量は HOMA-IR (p=0.03), インスリン (p=0.007), BMI (p=0.04)と負

に関連していたが、血糖値・BDIとは関連が無かった。BMIなどの交絡因子を調整後、BDI

と性を交互作用項として組み込んでも、飲酒量は HOMA-IR (p=0.01), インスリン

(p=0.009)と関連していた。抑うつ症状がほとんどない女性では軽度～中等度の飲酒は

HOMA-IR低値、インスリン低値と関連していた。抑うつ症状の強い女性や男性では、飲酒

量は代謝指標と関連がなかった。BMI を連続変数の交互作用因子とした解析では、飲酒は

インスリンとのみ関連を示した (p=0.004)。事後分析として BMIを 25kg/m2以上とそれ未

満に分けて比較したところ、少～中等量飲酒は BMI≥25kg/m2でのみインスリン低値と関連

していた。 

結論： 

少～中等量飲酒が、インスリン・IR に及ぼす効果は性別によって異なり、肥満度・抑うつ

重症度による交互作用も認めた。 

 


